




























キ ー ワー ド:情 報 教 育 ・大 学初 年 次教 育 ・コ ン







化社会が進展することを早 くか ら見通 していた
文部科学省(旧 文部省)で は、1986年 に臨時教
育審議会第二次答申の中で 「読み ・書 き・情報




























昔前 と大きく変化 している。TVゲ ームや情報
通信機器の普及によって、より小型化した情報





帯電話 は、例 えば2002年 の神奈川県の調査(2)
では、県内の高校生の92%、2003年 の警視庁の



























1.情 報 教育 にお ける先 行研究
情報の基本的操作や情報教育が大きく取 り上
げられたのは1980年 代である。理系分野では60








1995年 か ら8年 間の調査の中で論 じている(4)。
一方、学生の意識に対する調査研究も多 く行わ
れてお り、岩下(1995)は 学生の多 くが、情報
機器に不慣れなため心的不安をかかえたまま授
業に望み、そのためコンピュータ嫌いを生み出




































調査 を行 ってい る。 ここで は、CapsLock、
NumLockな どの正答率が低いことが明らか と
なった(11)。また、中村 ・真下(2004)で は、
情報授業によるTTやSTの あ り方の研究 もあ
る(12)Q
このように見てみると、情報機器の基本操作
を習得 させ る授業方法や効果に関する調査 は
思ったほど少なく、学生の意識や使用頻度等の
実態、ゲームとの親和性、デジタル教材の効果


















て構成 し、2004年 度は全36ク ラスとなった。そ
の他に再履修者に対 してのクラスも設けてい
る。期間は、2004年4月 ～7月 の全12回 とする。
1講 義は90分 となってお り、教員1名 とTA1
名で授業は構成されている。調査対象は、教育





教 育 13 24 37
社会福祉科 11 31 42
表2PCの 所持者数(人)＼ あ り な し 合計
教 育 19 16 35
社会福祉科 22 17 39
表3PC使 用経験の有無(人)＼ ある な い 合計
教 育 34 3 37
社会福祉科 39 3 42
表4教 育機関での経験者数(%)
ある な し
小 学 校 21.9 70.9




































(1)コ ン ピュータとネ ッ トワークの基本知識 ・
情報倫理
(2)起 動 と終 了 ・キー入 力とタッチ タイ ピング
(3)電 子 メールの利用
(4)イ ンターネ ッ トの利用
(5)ワ ープ ロソフ トの基本操作





















91%と 比較的高い数値を示 している。 このよう
な状況の中で、授業によってどのくらいの学生
が基本操作を身につけたのかといった成果を各












1に ある計画表を学生1人1部 配布 し、その趣
旨を説明する。測定は毎授業の開始時にタイピ
ングソフトを使用 し、30秒 ×3回 の測定をおこ
なった。その伸び率を表 したものが表6で ある。
表6に は、初回に測定した数値を基準にし、3






表6タ イ ピングソフ トの結果
ランク 平均値 度数 標準偏差
上位 3.7 26 3.19
中位 5.7 24 .・
下位 7.4 29 2.96








オ ブジェク トの加工 16.9
ワ ー ドア ー トの 挿 入 30.0











お り、 伸 び率 の最 高 は17で あ った 。 グル ー プ別
にみ る と、 当然 の こ となが ら下 位 グル ー プの 上
昇 率 は高 い数 字 とな って い る。
全 体 的 に増 加 して い る こ とか ら も、 何 らか の
形 で コ ン ピ ュー タ に接 して い る こ とが 、 タイ ピ
ング の伸 び につ な が った の で は ない か と考 え る。
ま た、 標 準 偏 差 も最 終 的 に は3.26と 、 若 干 で は
あ るが 散 らば りの 幅 も縮 小 した こ とが わ か る。
次 に、 コ ンピ ュー タ ソ フ トの 基 本 操作 の 習 得
率 を表7・8に 示 した 。 本 講 義 で は 、 ワー プ ロ
ソ フ トと し て マ イ ク ロ ソ フ ト社 の 製 品 で あ る


















































(合計 ・平均(個 人 ・クラス)・IF関 数 ・順位)
;P;iB〔)DEF韲G`H5【
G名 前 国語 算数 理科 社会 合計 平均 合否判定 順位
2i川 端幸代 50 65 アo 85
丁鱗 郵
62.5 羅蠡穩 7
3;木 村弘和 60 60 80 Bfi 鑢 茹. 71.5 簸懸纏 6
4】 楠井一貴 55 90 so 6フ 2ﾟi fi5.5'`+ 鑞馨穩 8
51国 行真司 75 90 fiO 78 慧㈱ 羅濾 纔糶 。 5
61古 谷寛子 65 B4 85 80 耄鍛 導 鑢 擾 誉麓 1
頑 小襦理絵 62 63 65 60 .攤 婚麟 匸 魏毒 藻癰播 一 9
げ
鋸 描 尚毅 60 B7 80 80 瀞塁陥.懿 灘
鷹蘿
3
gi斎 藤敏章 90 68 70 78 蠶饑
凡竃慈砦
誉戀 4
rol坂 ロ智也 58 50 60 65 諺罅 馮驪憑 丁嬢鬱雄 io













































表9「 情報機器 の操作」 の感想
図4コ ン ピュータの好意度の推移
①授業 に参加 している気 が した ・実践 が多かった。
②楽 しか った ・面白かった。
③知 らな いことが知れてよか った。
④今まで習 った復習みたいだ った ・簡単すぎた。
内容的 につま らなか った。















































事例1【18歳 ・女性 ・タ イ ピン グ 率(上 → 中)・ 伸 び 率1.9】
Q:コ ンピュータ につ いて どう思いますか。
A:使 い こなせるよ うにな った ら便利 だと思う。 論文とか就職の時には必要だ と思 うけど・・ 。
Q:今 はあ まり使 う機会がな いの。
A:ほ とん どあ りません。
Q:今 まで メール とかネ ッ トとかは した ことがあるの。
A:携 帯で。
Q:パ ソコンと携帯 とどっちが便利。
A:携 帯の方が便利。パソ コンは授業 とかで しか使わないか ら、 ほとん どが学校だ けや しね。
Q:メ ールで文字入力す るけど、ど っちが早い。
A:今 は微妙、授業でや ったか ら。 けど、 前は断然携帯のほ うが早か った。
Q:「 情報機器の操作」上級は履修 しますか。
A:し ません。今は必要ないか ら。
Q:こ の授業 に進め方や 内容は どうで したか。
A:良 かった と思 う。 とくに、問題 はない し私は何も問題 な し。
Q:あ る程度、 はじめか ら操作はできていた と思 うけ ど、何か望むのもは。































































事例2【18歳 ・女性 ・タイ ピング率(中 →上)・ 伸び率9】
Q:コ ンピュータを使 う機会が増えると思 うけ ど。
A:就 職 とか、論文 とか使 う時はあると思うけど… ・。今後 は必要 とな って くると思 うけど・
のは学校 にいる時だけだか ら……。今 は必要ないか ら。
・・
。 今 は 使 う
Q:コ ンピュータは苦手ですか。
A:今 も得意ではな い。興味がないわけではないけど、ネ ッ トとかも携帯でで きる し。
Q:携 帯の方が便利?
A:絶 対便利、 いつ も使 ってるか ら。携 帯の方が慣れてる しね、 そっちの方が使 いやすいから。
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践 してい く考え方である。2006年 度を視野に入
れて論じると、全ての学生が一定のレベルで入
大学初年次における情報教育の実践とその意義
①基本操 作の総復 習(今 まで同様)
② レベル ア ップ(基 本 レベル のアップ)
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